
目的・背景
＜背景＞住宅が密集している都市部では排水を下水道で収集し河川の下流施設で処理している．
それに対して，人口密度の低い地域では下水道敷設コストが高くなるため，家庭単位で浄化槽を
用いて生活雑排水・汚水を処理している．浄化槽の維持管理は法律で定められており，有資格者
によって定期的に検査・管理・清掃がおこなわなければならない．
＜課題＞検査・管理・清掃は有資格者によっておこなわれるが，高齢化が進んでおり将来的に人
手不足が予想される．さらに電気・水道よりも管理のデジタル化は遅れている．公共性の高い水
に関する問題にも関わらず，国内の浄化槽の設置・管理・保全の実情を適切に把握できていない．
分散した浄化槽を個別に訪問・確認するため時間的・人手的にもコストがかかっている．
＜目的＞浄化槽をデジタル化し，将来の人手不足に対応するとともに，日本の水を守ること．

概要
下水道が整備されていない過疎地域では、有資格事業者が浄化槽を一つずつ巡回するのは非効

率である。そこで、各家庭の浄化槽にカメラを設置して内部をモニタリングすることで課題を解
決する。
モニタリング用のデバイスは、小型マイコン、カメラ、通信モジュール、バッテリ、照明を有

する．タイマ機能を用いて、浄化槽内の様子を1日に数回撮影する。そして、広域無線通信網を
使って撮影画像をクラウドサーバに送信して保存する。クラウドサーバには、浄化槽の正常時と
異常時の様子を学習させた人工知能（AI）システムを構築しておく。クラウドサーバに送信され
た画像を入力として、正常か異常かを判定させる。
本システムの実証実験では、数十枚の浄化槽内の写真を学習データとして用いることで、90％

程度の確率で正常か異常かを正しく判断できた。

モニタリング用デバイスには、必要であればpHセンサ、温度センサなども搭載することもで
きるが、デバイスの保守の観点とそれらのデータの必要性から、本システムには使用していない。

今後の展望
実証実験をおこなった結果、以下のような課題があることがわかった。

• 浄化槽の型ごとに、事前に学習モデルを作成しておく必要がある。（浄化槽メーカと連携）
• 法定点検等に対する遠隔による点検の法整備の必要性。
浄化槽は大小様々な型があるため，事前にその型のAIモデルを作っておかなければいけない．

しかし，AIモデルのある浄化槽であれば，新たに学習させることなく汎用的に利用することがで
き、普及の点での利点となる。
今回の実証実験は著者の所属する組織の浄化槽を用いたため、実際の家庭用浄化槽での実証実

験を実施したいと考えている。

実施主体 広島商船高等専門学校

実施場所 広島商船内にある浄化槽

活用技術 3G LTE（データ通信SIM）

支援事業

区分 働き方・生産性向上

HP掲載年月日 令和７年１０月３１日

「浄化槽DXによる人手不足の解消・維持管理の効率化」
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